
一般社団法人 京都知恵産業創造の森 令和７年度 事業報告書 

１ 概 要

令和７年度においては、大学における産学公連携の取組や学生起業に向けた支援が全国的に

より活発化し、またグローバル市場への挑戦を目指す企業が増加するなど、京都産業を取り巻

く環境が大きく変化する中、効果的な事業展開を図るため、KOIN による新たな価値創造の推

進や若年層を中心とした支援プログラムの継続を基盤としつつ、産学公連携の推進、スタート

アップの支援、スマート社会の推進に係る施策を横断的に展開した。

産学公連携の推進については、産学連携による研究開発への支援、大学が実施する社会課

題解決や地域課題解決に向けた取組への支援等を実施するとともに、企業と大学との橋渡し

役としてマッチングやサポートを行い、共同研究の促進や社会実装につなげた。また、産学公連

携プラットフォーム会議での情報交換、情報発信を行うとともに、産学連携等に携わる職員を

対象とした交流会やセミナーを開催するなど、産学公連携の強化に努めた。 

スタートアップの推進については、起業に必要な知識を体系的に学べるプログラムの拡充や、

ディープテック分野等のスタートアップの創出を促すセミナーの開催を通じて、スタートアップ

創出環境の整備強化に取り組んだ。併せて、資金調達、大企業との連携、多様なニーズに対応

した取組や伴走支援等の成長支援を行うとともに、グローバル化を促進した。更に、京都スター

トアップ・エコシステム推進協議会の運営や、京阪神スタートアップエコシステムとの連携強化

を図ることにより、京都におけるスタートアップ・エコシステムの一層の拡充に取り組んだ。 

スマート社会の推進については、京都スマートプロダクト認定製品・サービスの情報発信や

販路開拓支援に引き続き取り組んだほか、スマート社会実装化促進事業等を通じて、新たなサ

ービスや技術開発等のイノベーション構築に向けた取組への支援を引き続き実施した。また、

関係支援機関との情報共有や連携を密に行うとともに、アドバイザー派遣により、中小ものづく

り企業の DX 化促進や業務改善などの課題解決に向けて密着した伴走支援を行った。 

さらに、産業人材育成支援、及び新たな価値創造の推進については、京都商工会議所や京

都信用保証協会、地元金融機関、支援機関等との連携を一層強化し、各団体のネットワークを

生かした個別支援、交流事業を効果的に実施した。また、各支援機関と企業やスタートアップ

等を結びつけるハブの機能を強化し、法人内の各部門が連携して起業や事業展開を後押しす

る体制を整備することで、京都における新たな産業の成長基盤の形成に寄与した。 



２ 会議等 

⑴ 社員総会・理事会 

令和７年度は、社員総会を３回（決議の省略の方法によるものを含む。）、理事

会を４回（同）開催し、令和６年度の事業報告や令和８年度の事業計画及び収支予

算等を審議するとともに、令和７年度の業務執行理事の業務報告等についても

確認した。 

日 程 会 議 議 題 

令和７年６月２７日 第１９回理事会 

第 1 号議案 

 令和６年度事業報告について 

第 2 号議案 

 令和６年度決算について 

第 3 号議案 

 臨時社員総会の招集について 

報告事項 

 理事長及び専務理事(業務執行理事)に係る業務報

告について 

令和７年６月２７日 定時社員総会 

報告事項 

 令和６年度事業報告について 

第 1 号議案 

 令和６年度決算関係書類の承認について 

決議があったとみ

なされた日 

令和７年１１月４日 

（決議の省略の方法による） 

理事会 

第 1 号議案 

 臨時社員総会の決議の省略の決定の件 

決議があったとみ

なされた日 

令和７年１１月４日 

（決議の省略の方法による） 

社員総会 

第 1 号議案 

 理事 1 名選任の件 

決議があったとみ

なされた日 

令和７年１１月４日 

（決議の省略の方法による） 

理事会 

第 1 号議案 

 副理事長の選任について 

令和８年３月２３日 臨時社員総会 
第 1 号議案 

 令和８年度の会費の決定について 

令和８年３月２３日 第２０回理事会 

第 1 号議案 

 令和８年度事業計画及び収支予算について 

第２号議案 

 定時社員総会の招集について 

報告事項 

 理事長及び専務理事(業務執行理事)に係る業務報

告について 

 

 

⑵ 事業推進協議会 

本法人の取組に関する意見交換及び連携協議の場として事業推進協議会 

を開催。 

 



日 程 出席団体 議 題 

令和８年２月３日 
京都府、京都市、京都商工会議所、 

京都工業会、京都信用保証協会 

協議事項 

令和８年度事業計画の概要（案）について 

 

⑶ 広報誌発刊 

本法人の取組や実績に関する情報を広く発信することにより、企業、大学、産業支援機関、行

政、起業家及び学生等との関係を維持・強化するとともに、様々な交流と協働を促進することを

目的に、広報誌を継続発刊。 

発行日 掲載記事 誌面（参考） 

令和７年６月１０日 

・堀場理事長就任ご挨拶 

・令和６年度スマートプロダクト認定製品紹介 

・京都アトツギゼミ 受講生インタビュー 

・アイデア相談窓口メンター紹介 

・Sushi Tech Tokyo 出展報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月３０日 

・令和６年度スマート社会実装化促進事業補助金採

択企業紹介 

・人文系スタートアップインタビュー 

・産学連携事例紹介 タキイ種苗㈱×京都精華大学 

・起業ダンドリ手帳発刊 

・THE LEAN LAUNCH PAD 開催報告 

・アイデア相談窓口メンター紹介 

・アントレプレナーシップ教育及び産業人材育成に関

する連携協定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月１５日 

・京都スマートプロダクト認定事業者交流会・メンター

インタビュー 

・京都スマートシティエキスポ 2025 出展報告 

・コロンビアエコシステムネットワーキング開催報告 

・SWITCH２０２５参加報告 

・京都産業大学アントレプレナーシップ学環長インタ

ビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 産学公連携の推進に関する事業 

⑴ 産学公連携によるオープンイノベーションの推進 

■産学公連携相談窓口 

産学公の連携ニーズに対応するため、相談窓口を常設し、依頼に応じて協業可能な大

学、企業等を調査し、橋渡しするなど産学公の連携促進に取り組んだ。 

・連携成立件数：１１件 

（参考）連携成立案件 

案件 相談内容 相談元 連携先 

１ モリンガの CO₂ 吸収量に係る研究調査 事業者（健康福祉） 京都工芸繊維大学 

２ 宿泊客への災害時行動の効果的な訴求 事業者（ホテル） 同志社大学 

３ 英語学習玩具の開発 事業者（教育玩具） 京都光華女子大学 

４ 公衆浴場の利用客増加に向けた取組 事業者（施設管理） 京都芸術大学 

５ 少年犯罪の再犯防止に向けた取組 事業者（健康福祉） 京都産業大学 

６ フェアトレードに係る取組 大谷大学 事業者（食料品） 

７ 伝統産業の振興に向けた取組 大谷大学 事業者（伝統産業） 

８ 茶文化の持続可能性をデザインする取組 京都精華大学 事業者（食料品） 

９ 
軽度認知障害の早期発見システムの開

発・検証 
京都橘大学 事業者（老人福祉） 

１０ 音声マーケティングの効果検証 ノートルダム女子大学 事業者（音楽制作） 

１１ モリンガの有効成分の解明 事業者（健康福祉） 京都府立大学 

■リバースピッチ「Open Innovation Showcase in KYOTO」 

オープンイノベーションに積極的な企業が、大学等に向け、共同研究や協業のニーズ

を発表し、新たな連携の創出を目指すリバースピッチ・イベントを開催した。 

日時 令和７年９月１９日（金）１４:００～１７：００ 

会場 京都経済センター（７階会議室） 

内容 

〇リバースピッチ（登壇企業及びピッチテーマ） 

・株式会社イシダ 
「誰でも使える対話型機械の実現へ、革新的 UI×AI 技術で挑戦」  

・積水ハウス イノベーション＆コミュニケーション株式会社 
「積水ハウスのオープンイノベーション」 

・ダイキン工業株式会社 
 「ダイキン工業の外部協創の取組みについて」 
・宝ホールディングス株式会社 
 「宝ホールディングスの新規事業の取り組み」 

〇名刺交換会・ネットワーキング 

 

 

 

参加者 １３３名（会場：６６名、オンライン：６７名） 

提案 
受付期間：９月２２日(月)～１０月１５日(水) 

提案件数：２６件 

  



 ■知恵の架け橋プロジェクト～アカデミア×中小企業 協業促進事業～ 

企業規模は大きくないものの優れた技術を有する企業が、大学に向け、共同研究や協

業のニーズを発表し、新たな連携の創出を目指す中小企業版リバースピッチ・イベント

を開催した。 

日時 令和８年１月２３日（金）１３:３０～１５：３０ 

会場 京都経済センター（４階会議室） 

内容 

〇ニーズ発表 

・Bioworks株式会社 

・株式会社魁半導体 

(モデレーター：合同会社 SARR 代表執行社員 松田一敬) 

参加者 １０名 

 

⑵ 大学の研究活動・地域連携への支援 

■産学公連携共同研究開発事業 

大学と企業の連携による新しい社会的価値の創出につなげるための研究開発であり、

技術の実用化または事業化を目指す取組に対して補助金を交付する事業を実施した。 
  ・補助金額等：最大１００万円（別途間接経費補助あり）、補助率１０／１０ 

  ・申請期間：令和７年４月１４日（月）～５月３０日（金） 

  ・申請件数：１１件、交付決定件数：４件 

（参考）交付決定事業 

  事業内容 大学 

産科出血における母体救出を支えるリアルタイム Fibrinogen モニタリン

グ技術の開発と社会実装 
京都府立医科大学 

プライバシー保護と心理的障壁の低減を両立する AED補助具の開発 京都橘大学 

スマートウォッチ心電図と AI を用いた心房性不整脈の高精度検出システ

ムの開発 
京都府立医科大学 

次世代ウェルビーイング尿失禁治療器の開発 京都府立医科大学 

■地域連携支援事業 

大学が実施する地域社会の課題解決や地域経済の活性化を目指す取組に対して補助

金を交付する事業を実施していた。 

  ・補助金額等：最大２０万円（別途間接経費補助あり）、補助率１０／１０ 

  ・申請期間：令和７年４月１４日（月）～５月３０日（金） 

  ・申請件数：２２件、交付決定件数：８件 

（参考）交付決定事業 

事業内容 大学 

「麩」から「宇宙建設」へ：京都の伝統が拓く未来建設材料の創出 立命館大学 

宿泊施設での災害時の行動指針を効果的に伝えるためのロボットシステム

の開発と実証 
同志社大学 

あたらしい魚ブランドの開発「伊根浦 同等一栄」 京都精華大学 

京丹後市での黒大豆育成を支援する土壌水分量可視化 IoTシステム 福知山公立大学 

天平の古道を中心とする宮津市府中地区の古道の管理と歴史体験ツアーの

実施 
嵯峨美術大学 

京都産の素材を利用した『京都ハチミツビール』の開発 京都産業大学 

生成 AI を用いた脳損傷後のコミュニケーション支援 京都光華女子大学 

祇園祭担い手創生・支援のための岩戸山デジタルプラットフォーム構築事業 京都工芸繊維大学 

 

 



■大学研究室訪問 

若手の研究者や大学が推薦する研究者の研究室を訪問し、研究シーズの発掘、各種支

援策の紹介や社会実装への意向のヒアリングを実施した。 

  ・研究室訪問件数：３６件 

■大学研究者向け事業化サポート窓口 

研究シーズをもとにした起業や社会実装を目指す大学の研究者等を対象とした専門

家による相談窓口を設置し、起業・事業化のサポートを実施していた。 

  ・相談件数：９件 

（参考）相談内容 

案件 対応日 内容 

１ ９月１日 
研究資金獲得、共同研究者・協業事業者などに関すること（ライフサイ

エンス分野） 

２ １０月３日 研究資金獲得に関すること（人文・社会分野） 

３ １０月１４日 アイデアの事業化、社会実装化に関すること（ライフサイエンス分野） 

４ １０月１５日 研究資金獲得に関すること（ライフサイエンス分野） 

５ １１月２８日 法人設立に関すること（ライフサイエンス分野） 

６ １２月１０日 法人設立に関すること（ライフサイエンス分野） 

７ １月７日 法人設立に関すること（ライフサイエンス分野） 

８ １月１４日 研究シーズの社会実装化に関すること（人文・社会分野） 

９ ２月９日 法人設立に関すること（ライフサイエンス分野） 

 

⑶ 関係団体との連携による情報交換、情報発信 

■京都産学公連携プラットフォーム会議 

経済団体、大学、行政、支援機関、金融機関の計５６団体が参画するプラットフォー

ム会議において、産学公の連携に有用な情報の共有、産学公関係者の意見交換や交流を

実施した。 

  ・第１回会議 

日時 令和７年７月１０日（金）１４：３０～１６：３０ 

会場 京都経済センター（７階会議室） 

内容 

〇（一社）京都知恵産業創造の森の産学公連携推進の取組の紹介 

〇講演：「人文学はビジネスになるのか－人文学分野から始めるスタートアップ－」

（京都大学 人と社会の未来研究院副研究院長・ 

教授／株式会社テラバース CIO 熊谷誠慈） 

〇意見交換会 

 

参加者 ５０名（３７団体） 

・第２回会議 

日時 令和８年３月２６日（木）１５：００～１５：５０ 

 京都経済センター（３階会議室） 



内容 

○取組紹介（登壇）： 

京都府、京都市、京都産業大学、京都女子大学、 

京都光華女子大学、京都橘大学、 

京都中央信用金庫、京都工業会 

 

参加者 ４２名（３７団体） 

 

■支援事業説明会 

 大学研究者の外部研究資金の獲得を支援するため、公的機関及び民間団体の助成制度

の情報提供を行う説明会を実施した。 

・第 1 回説明会（公的支援機関） 

日時 令和７年１２月３日（水）１４：００～１５：４５ 

会場 オンライン 

内容 

〇（一社）京都知恵産業創造の森の産学公連携推進の取組の紹介 

○助成制度の説明 

 ・独立行政法人 日本学術振興会(JSPS) 

 ・国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST） 

 ・国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED） 

 ・国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

参加 ７２名 

・第２回説明会（民間助成団体） 

日時 令和８年１月２８日（水）１３：００～１６：４０ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

○助成制度の説明 

・公益財団法人 戸部眞紀財団 

・公益財団法人 稲盛財団 

・公益財団法人 岩谷直治記念財団 

・公益財団法人 軽金属奨学会 

・公益財団法人 サントリー文化財団 

・公益財団法人 武田科学振興財団 

・公益財団法人 村田学術振興・教育財団 

〇交流会 

 

参加 ６６名 

■コーディネーター交流会 

 京都産学公連携プラットフォーム会議に参画する大学等において産学連携を担うコ

ーディネーターを対象に、知見の共有や協力関係の構築を図るための交流会を実施し

た。 

日時 令和７年９月１１日（木）１５:３０～１７：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 



内容 

〇（一社）京都知恵産業創造の森の産学公連携推進の取組の紹介 

〇講演：「アカデミアでの研究シーズを世界に発信！」（京都府立医科大学 消化器内科学

教室 講師 内山和彦） 

〇グループディスカッション 

〇交流会 

 

 

 

 

参加者 ２６名 

■インサイトセミナー 

 京都産学公連携プラットフォーム会議に参画する大学等において学生や研究者の起業支

援などを担う職員を対象に、大学発スタートアップの創出や研究シーズの社会実装の促進の

取組に知見の共有や協力関係の構築を図るための交流会を実施した。 

日時 

・（第１回）令和７年１１月２８日（金）１５:３０～１７：００ 

・（第２回）令和７年１２月１８日（木）１５:３０～１７：００ 

・（第３回）令和８年１月２９日（木）１５:３０～１７：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（第１回） 

〇テーマ：大学のアントレプレナーシップ教育と学生マインド醸成 

〇講演・事例共有：  

京都産業大学 経営学部マネジメント学科 助教 森口文博 

  京都産業大学 イノベーションセンター アントレプレナーシップアドバイザー 

棚原由香利 
〇交流会 

・（第２回） 

〇テーマ：研究シーズによる社会実装の推進 

〇講演・事例共有： 

京都府立大学 産学公連携リエゾンオフィス 特任准教授 鍋島崇 

 京産先端科学大学 研究連携センター 部長／弁理士・公認内部監査士 後利彦 

・（第３回） 

〇テーマ：大学発スタートアップ創出に関連する法的な諸問題 

〇講演・事例共有： 

京都アカデミア法律事務所 副代表・マネージングパートナー弁護士 岡本哲也 

〇交流会 

 

 

 

 

                 

参加者 第１回：２１名、第２回：２７名、第３回：１４名 

 



■アントレプレナー支援人材交流会 

 京都産学公連携プラットフォーム会議に参画する大学においてアントレプレナーシ

ップ教育に携わる実務担当者等を対象に、アントレプレナーシップ教育に関する知見

の共有や協力関係の構築を図るための交流会を実施した。 

日時 
・（第１回）令和７年６月２日（月）１３：３０～１６：００ 

・（第２回）令和８年３月２日（木）１６：００～１８：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（第 1 回） 

〇（一社）京都知恵産業創造の森で実施している学生向け支援プログラムやスタートア

ップ支援施策の紹介 

〇トークセッション：「今、求められるキャリア教育」 

【登壇】株式会社カタルシス 代表取締役 山本周雅 

株式会社 MIYACO 取締役／ワークデザイナー 徳田直也 

〇交流会 

・（第２回） 

○立命館大学の取組紹介 

○立命館大学発スタートアップによるトークセッション 

【登壇】kanaria Tech㈱ 代表取締役社長 瀧下奎斗 

立命館大学 産学連携推進本部 起業・事業化推進室 二木秀之 

○交流会 

 

 

 

 

 

参加者 
・（第１回）１３名 

・（第２回）１９名 

 

■産学連携成果発表会 

 知恵森の支援を受けて実施された京都産学公連携プラットフォーム参画大学の産学

連携の取組の成果事例の共有を図った。 

日時 令和８年３月２６日（木）１６:００～１７:３０ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

○取組紹介 

・「「検知して相談」が命を救う。スマホ時代の新しい受診スタイル」（京都府立医科大

学 不整脈先進医療学講座 准教授 妹尾恵太郎） 

・「プライバシー保護と心理的障壁の低減を両立する AED 補助具の開発」（京都橘大学 

健康科学部 教授 髙橋純子） 

・「京都産の素材を利用した「京都ハチミツビール」の開発」（京都産業大学 生命科学

部 准教授 高橋純一） 

・「あたらしい魚ブランドの開発「伊根浦 同等一栄」」（京都精華大学 マンガ学部  

准教授 小川剛） 

○交流会 

 



 

 

 

 

 

参加者 ５６名 

 

■産学京創 DAY in KOIN vol.2 

 関西ネットワークシステム（KNS）との連携により京都を始めとする関西地域での産

学公連携の取組や成果事例の共有を図った。 

日時 令和７年６月２７日（金）１８:３０～２０:５０ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

〇活動紹介： 

・「（一社）京都知恵産業創造の森の産学公連携の取組について」（（一社）京都知恵産業

創造の森 産学公連携推進部長 赤塚太朗） 

・「KNS の取組について」（関西ネットワークシステム(KNS) 世話人 平山知明） 

〇ショートプレゼンテーション： 

 ・「HIGH HOPE を起点とした事業設計と経営スタイル」（株式会社一 代表取締役兼 CEO 

中馬一登） 

・「MOBIO から。新しい支援プログラムです。」（公益財団法人大阪産業局 MOBIO事業部 

次長 奥田三枝子 

・「DX 疲れ にならないで！今こそ D を進めてみよう。」（株式会社 IT 経営相談所 代

表取締役 岡室俊之） 

・「ビールを通じて佐用町の地域資源の魅力を発信する 学生×佐用町×クラフトビー

ル」（同志社大学商学部関智宏ゼミ 学生） 

〇意見交換会 

 

 

 

参加者 ５５名 

■電子媒体を活用した情報発信 

メールマガジンやＳＮＳ（Facebook）により，主催事業や京都産学公連携プラットフ

ォーム参画団体の事業、その他産学公連携に有用な情報をタイムリーに発信した。 

・発信数・登録者数 

媒体 発信数（年度累計） 登録者数（月末時点） 

京都産学公連携メールマガジン ２４回 ６８４人 

Facebook ２０回 ５８９人 

 

 

 

 

 

 



４ スタートアップの創出及び成長支援の推進   
（１） スタートアップ支援の充実             

①スタートアップの創出に向けた支援 

■VC 壁打ち、VC デスクによる相談対応 

内 容 

ビジネスアイデアや資金調達などスタートアップとして創業や事業を実施する上での課題に

ついて、首都圏及び京都のＶC 担当者が対応 

対象者：京都で創業を目指している者及びプレシード・シード期のスタートアップ 

場 所：京都経済センター会議室又は KOIN 

実施日 

参加者 

 

実施日 対応ＶＣ 相談者数 

4/25 PARTNERS FUND  5 名 

5/30 ジャフコ グループ(株)   ４ 名 

6/27 （株）ジェネシア・ベンチャーズ ５ 名 

7/25 （株）mint 5 名 

8/22 クオンタムリープベンチャーズ㈱ ５ 名 

9/26 mint   ４ 名 

10/31 Gazell Capital 5 名 

11/28 MTG Ventures  ４ 名 

12/26 HAKOBUNE  5 名 

1/23 K4 Ventures 4 名 

2/27 w fund 5 名 

3/27 DBJ キャピタル 5 名 

合計  5６ 名 

 

京都 VC デスク 
実施日 対応ＶＣ 参加者数 

5/15 ミライドア株式会社 2 名 

合計  2 名 
 

 

 

■弁護士による専門家相談 

内 容 
スタートアップ特有の課題に対し、スタートアップ支援に実績のある弁護士が相談に対応 

対象者：京都で創業を目指している者及びプレシード・シード期のスタートアップ 

共催(協力) 弁護士：ＴＭＩ法律総合事務所京都事務所 

実施日 

参加者 

 

弁護士への相談 

相談日 相談者数 

12/16 １ 名 
 

 

 

 

 

 

 

 



■【特定創業支援等事業セミナー】Startup Core Seminar in KYOTO 2025 

内 容 起業や事業成長に必須となる知識や、初期の起業家に共通する課題や悩みに対応した専門

家によるセミナー 

【対象】・プレシード・シード期のスタートアップ企業 

※創業前、もしくは創業後概ね５年程度 （学生も可） 

・起業を目指そうとする学生・社会人の方 

【場所】経済センター KOIN 

【内容】 

実施日 テーマ 

6/6 資本政策 

7/9 採用/組織創り 

9/12 デットファイナンス戦略 

11/5 エクイティファイナンス戦略 

1/13 ビジネスモデル策定 

3/4 メディア戦略 
 

参加者 参加者 ４８名 

 

■【特定創業支援等事業セミナー】KOIN 起業・スタートアッププログラム 

内 容 これから創業を目指す方、創業して間もない方を対象に、事業計画から財務戦略・資金調達

など、起業に必要な知識を学ぶプログラム 

 

日 時：①2025 年 4 月 17 日（木）・24 日（木）・５月 1 日（木）・8 日（木） 

②2025 年１０月 1 日（水）・９日（木）・２０日（月）・29 日（水）  

場 所：京都経済センター KOIN 

協 力：日本政策金融公庫、ミライドア株式会社 

講 師：伊藤弥生（伊藤弥生公認会計士事務所・結税理士法人 代表） 

内 容：DAY１ ビジネスモデル -実現可能なビジネスプランの立て方- 

 

DAY２ 財務戦略 -株式会社の仕組みと資金調達方法- 

      講師：日本政策金融公庫 京都創業支援センター 所長 萩森 学治 氏 

         ミライドア株式会社 本田 勇人 氏 

 

     DAY３ 利益計画の立て方 -投資家・金融機関が見るポイント- 

       講師：日本政策金融公庫 京都創業支援センター 所長 萩森 学治 氏 

          ミライドア株式会社 本田 勇人 氏 

 

     DAY４ 企業成長戦略（顧客開拓、組織、人材確保） 

-先輩起業家に聞く企業の成長戦略- 

講師：株式会社 AZOO  代表取締役 横田 裕子 氏 

参加者 参加者 ①2２名 ②18 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 



■【特定創業支援等事業セミナー】共闘 Startup Community スタートアップコース 

内 容 学生や 30 歳未満の若手人材を対象とした、スタートアップ創出に必要な知識と実践力を身

につけることを目的とした全４回の集中プログラム 

 

場 所：京都経済センター会議室 3-G 

連携先：栖峰投資ワークス株式会社、京都キャピタルパートナーズ株式会社 

対 象：起業を目指す学生若しくは 30 歳以下の方 

内 容：DAY１（11/13㊍） 資金調達・資本政策・資金管理 

     DAY２（11/20㊍）事業アイディア・事業計画 

     DAY３（11/25㊋）営業戦略(セールス・マーケティング・ビジネスデベロップメント) 

     DAY４（12/2㊋）マネジメント(組織・人材・オペレーション) 

参加者 参加者：大学生７名   

 

■【特定創業支援等事業セミナー】Culture-Preneurｓ Program 

内 容 文化とビジネスの両輪で未来を切り拓く文化事業家を育てる全４回の実践講座。知識のイン

プットだけでなく、志を同じくする仲間との出会いとビジネスプランのブラッシュアップを通じ、文

化を軸とした起業創出を図る 

 

場 所：京都経済センター KOIN 

連携先：（一社）日本カルチャープレナー協会、日本政策金融公庫 京都創業支援センター 

京都市 

内 容：プログラムナビゲーター 

      （一社）日本カルチュアプレナー協会 代表理事   足立 毅 氏 

        伊藤弥生公認会計士事務所・結税理士法人 代表 伊藤 弥生 氏 

・DAY１（3/4 ㊌ 18:30~21:00）文化×事業の視点・思考 

       株式会社和える 代表取締役 矢島 里佳 氏 

       株式会社発酵食堂カモシカ 代表取締役 関 恵 氏 

・DAY2（3/12 ㊍ 18:30~20:30）文化×ビジネスモデル・価値・顧客創造 

  株式会社 TAJIRO 代表取締役 三好 亜海 氏 

  株式会社発酵食堂カモシカ 代表取締役 

・DAY3（3/17 ㊋ 18:30~20:30）文化事業×資金調達・戦略 

  株式会社 Casie 代表取締役 CEO 藤本 翔 氏 

  日本政策金融公庫京都創業支援センター 所長 萩森 学治 氏 

・DAY4（3/24 ㊋ 18:30～21:00）文化事業×伝える・社会へ 

  SHUKA 有限会社斗六屋 近藤 健史 氏 

  株式会社オトギボックス 梶本 大雅 氏 

参加者 参加者 １６名 

 

■女性起業家セミナー・交流会「サロン・ド・こまち」 

内 容 起業した女性や起業を目指す女性を対象に、経営者としての課題や悩み及び成功体験などに

ついて、同様の課題を持つ女性経営者間で共有することで、お互いが成長できるコミュニティを

形成するセミナー 

 

日 時：2025 年 8 月 4 日（月）1３:30～１６:00 



場 所：京都経済センター KOIN 

連携先：日本政策金融公庫、京都府 

対 象：起業に関心があるもしくは起業したばかりの女性 

内 容：・講義「女性が起業するために押さえるべきポイント」 

伊藤弥生氏（税理士・公認会計士） 

 ・女性起業家２名によるパネルディスカッション 

起業のきっかけや、コンテスト出展について 

（株）紅平 代表取締役 関 仁美 氏 

（株）抹茶ツーリズム 代表取締役 新条 正恵 氏      

・交流会・ネットワーキング 

  参加者： 2５名   

 

■企業に眠る機会を活用してスタートアップを立上げよう！01 Booster 連携イベント 

内 容  起業志望者のスタートアップ立上げや、スタートアップと企業のオープンイノベーション（連携）を

促すことを目的としたイベント。起業志望者およびスタートアップを対象に、京都の地元企業と

Studio10x に参画する大企業に眠る機会（課題探索＆仮説検証機会、専門知識＆専門人脈の

提供など）を知る 
日 時：2025 年 8 月 26 日(火) 18:00～21:00 

連携先：株式会社ゼロワンブースター 

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：起業志望者（株式法人設立前の起業家）、スタートアップ、スタートアップとの連携に興味

がある企業、投資家（VC / CVC）、教育機関、 研究機関、メディア 

 

内 容：・東京都協定事業「Studio10x」/ 01Booster 紹介 

       株式会社ゼロワンブースター 01Booster Studio 事業責任者 丸山 有弥 氏 

 

・Studio10x パートナー企業 / 京都地元企業からのリバースピッチ 

  MLC ベンチャーズ株式会社 投資部 執行役員 関本 峻治 氏 

  栗田工業株式会社 イノベーション本部 新規事業開発部門  

事業共創プロジェクトチーム 戸田 裕也 氏 

  特種東海製紙株式会社 資源再活用本部 事業開発部 主幹 野田 弘之 氏 

  株式会社日本海ラボ オープンイノベーション推進チーム 主任 北野 元基 氏 

  宝ホールディングス株式会社 事業管理部 課長 大崎 学 氏 

  

・パネルディスカッション「起業志望者必見！企業に眠る機会とは？」  

・クロストーク「先輩起業家に聞く！創業初期の体験談」 

ファンフォ株式会社 CEO 喬 恒越 氏 



参加者 参加者： 25 名  

 

■再生医療・創薬、医療機器・SaMD における知財戦略 

内 容 バイオ・ライフサイエンス領域での起業をめざす研究者や創業初期のスタートアップ企業、新

規事業として本領域に取り組む方、支援機関を対象に、「再生医療・創薬、医療機器・SaMD」を

テーマにビジネスモデル及び知財の勘所について学ぶ 

 

日 時：2025 年 9 月 29 日(月) 14:00～17:00 

場 所：京都経済センター 会議室 3-H 

連携先：近畿経済産業局、株式会社産学連携研究所 

内 容：講演「再生医療・創薬、医療機器・SaMD を中心とするビジネスモデル及び知財の勘所」 

       講師：弁理士法人レクシード・テック パートナー弁理士 南野 研人氏 

質疑応答・支援施策紹介 

名刺交換・ネットワーキング  
参加者 参加者：45 名 

 

■「大学生×スタートアップ企業 インターンシップマッチングイベント」 

内 容 起業やスタートアップ企業に関心の高い学生と、成長意欲旺盛なスタートアップ企業の相互

理解を深めるイベント。キャリア選択の幅を広げると共に、CxO 人材の発掘及び育成を図る。 

 

日 時：2025 年 10 月 21 日（火） 

連携先：京都市、（公財）京都高度技術研究所 

場 所：京都経済センター 会議室 3-F 及び KOIN 

対 象：スタートアップでのインターンシップに関心のある大学生・大学院生・短大生・留学生 

内 容：参加企業によるプレゼンテーション、ブースセッション、企業と学生とのネットワーキング 

参加者 参加者： 25 名 

  

  
 

 

 



■シリコンバレー流イノベーション思考～ビジネスアイディア高速回転の実践～ 

内 容 シリコンバレー流のイノベーション手法や AI 支援によるアイディア加速の考え方を学ぶセミナ

ー。単なる理論ではなく、グローバル市場で通用する戦略的思考とスピード感を直に体感しなが

ら、新規事業やプロジェクトに即応用可能な知見を獲得する。 

 

日 時：2025 年 10 月 22 日（水）18:00～20:00 

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：スタートアップ企業、学生、金融機関、VC、事業会社 

内 容：・基調講演「シリコンバレー流アイディア高速回転 ～短期間で試し、改善し、価値を創造

する実践イノベーション～」 

・アイディア高速回転デモ：シリコンバレー流イノベーションを体感 

・ネットワーキング 

講 師：Innovera AI Senior Vice President 馬場 信之 氏 

    （北米三菱商事会社シリコンバレー支店長を務め、そこで得たシリコンバレーエコシステム

の価値創出メカニズムを日本に還元すべく活動中。） 

参加者 参加者：45 名 

   
 

■【KOIN セミナー】起業するなら京都！～挑戦を後押しする京都のエコシステム～ 

内 容 地域に根ざしながら挑戦を続けるメンターや先輩起業家をゲストに迎え、京都で実際に事業を

立ち上げたリアルなストーリーを共有。身近な業種の起業のストーリー、京都という街の魅力や

人とのつながりを、起業にどう生かせるのかを学ぶ。 

 

日 時：2025 年 11 月 14 日（金）18:0０～20:30 

場 所：京都経済センター KOIN 

連携先：日本政策金融公庫 京都創業支援センター、freee 株式会社 

対 象：起業を目指す方/興味のある方、支援者の方、金融機関/VC の方 

内 容：起業ダンドリ手帳（KOIN コラボ版）の紹介 

トークセッション 

①「起業するなら京都？～京都の起業支援環境の魅力～」 

  一般社団法人 my turn  代表理事/コミュニティデザイナー 杉原 恵 氏 

  税理士法人田中経営会計事務所代表社員/ 

京都市ソーシャルイノベーション研究所（SILK）フェロー 田中 慎 氏 

株式会社 Gns 渡邊 高行 氏 

日本政策金融公庫 国民生活事業本部 京都創業支援センター  

上席所長代理 藤本 聖 氏 

②「起業ストーリー～京都で事業を始める時の第一歩とは～」 

  カフェ WOVEN 神原 知聖 氏 

  ｍotto 泉 秀一 氏 

  フリー株式会社 小規模法人事業部起業ダンドリコーディネーター  

前田 末美 氏、日野 美優 氏 

ネットワーキング 

  



参加者 参加者：３２名  

 

 

  

 

■大学発スタートアップ創造ラボ 大学研究者が語る起業までのストーリー 

内 容 研究成果をもとに起業・事業化を目指す、または関心のある大学研究者、学生を対象に、既に

大学発スタートアップを立ち上げた先輩研究者や金融機関、ベンチャーキャピタルとつながるコ

ミュニティ構築により、大学発スタートアップ創出を図る。 

日 時：2026 年 2 月 24 日（火）18:30～20:30  

場 所：京都経済センターKOIN＋Zoom 

連携先：特定非営利活動法人京都コモンズ 

内 容：・トークイベント 

ゲスト：京都大学高等研究院 物質-細胞統合システム拠点  

特定拠点准教授 樋口 雅一 氏 

株式会社 FLOSFIA 創業者 取締役会長 人羅 俊実 氏  

・ネットワーキング 

参加者 参加者：７３名（会場 ３０名 オンライン ４３名） 

  
 

■Culture-Preneurs MeetUp @Kyoto Vol2 ～文化事業の海外戦略～ 

内 容 日本・京都を拠点に海外展開を実践している文化事業家（カルチャープレナー）たちのリアルな

声に耳を傾けながら、「文化を事業に、そしてグローバルに展開する方法」を探る 

 

日 時：2025 年 6 月 23 日（月）18:30～21:00 

場 所：京都経済センター KOIN 

連携先：(一社)日本カルチュアプレナー協会 

後 援：京都市 

対 象：文化を軸としたビジネスに取り組んでいる方・取り組もうと思われている方、金融機関、



事業会社、行政・支援機関 

内 容： 

・オープニング／（一社）日本カルチュアプレナー協会 代表理事 足立 毅 氏 

・京都市のカルチャープレナーの取組紹介 

・トークセッション「文化事業のグローバル戦略！～文化で世界とつながる京都の可能性～」 

Pieces of Japan 株式会社 小山 ティナ 氏 

株式会社 TeaRoom 岩本 涼 氏 

株式会社 Casie 清水 宏輔 氏 

・会場のカルチャープレナーによるプレゼンテーションピッチ 

・ネットワーキング 

参加者 参加者： ６５名   

  
 

■Culture-Preneurs MeetUp @Kyoto Vol3  

～文化事業家が描く新たな文化×ビジネスの可能性～ 

内 容 カルチャープレナーの事業創造の一つの形としての「企業とのコラボレーションによる事業構

築」。京都で実現したいくつかのコラボ事例を元に企業とのコラボレーションのリアルを共有 

 

日 時：2026 年３月９日（月）18:30～21:00 
場 所：京都経済センター KOIN 

連携先： (一社)日本カルチュアプレナー協会、京都市 

対 象：文化を軸としたビジネスに取り組んでいる方・取り込もうと思われている方、金融機関、

事業会社、行政・支援機関 

連携先： (一社)日本カルチュアプレナー協会、京都市 

対 象：文化を軸としたビジネスに取り組んでいる方・取り組もうと思われている方、金融機関、

事業会社、行政・支援機関 
・オープニング／（一社）日本カルチュアプレナー協会 代表理事 足立 毅 氏 

・京都市のカルチャープレナーの取組紹介 

・トークセッション「文化事業の企業コラボ事例」 

三井住友信託銀行株式会社 執行役員京都支店長 志風 公士 氏 

 ゼロワン(株) Relier81 京都事業部 田尻 大智 氏 

・会場のカルチャープレナーによるプレゼンテーションピッチ 

・ネットワーキング 

参加者 参加者： ４２名    

 

 



■Culture-Preneurs MeetUp @Kyoto Vol4  

～Exploring Italy’s Cultural Innovation Ecosystem & Collaboration 

with Kyoto～ 

内 容 文化産業を国家戦略分野として明確に位置づける政策が進められ、文化を経済・社会の成長

エンジンとして活用するイタリアから、イタリア大使館貿易促進部よりゲストを迎え、イタリアが進

める文化・クリエイティブ産業政策の取り組みを紹介。文化を基盤にした事業創出がどのように

進み、どんな価値が生まれているのか、その最新動向に触れながら、京都とのコラボレーション

の可能性を考える。 

 

日 時：202６年３月 27 日（金）18:０0～21:00 

日 時：2026 年３月 27 日（金）18:00～21:00 
連携先：(一社)日本カルチュアプレナー協会 

対 象：文化を軸としたビジネスに取り組んでいる方・取り込もうと思われている方、金融機関、 

  事業会社、行政・支援機関 

内 容： 

・オープニング／（一社）日本カルチュアプレナー協会 代表理事 足立 毅 氏 

・基調講演「イタリアにおける文化×ビジネス・産業の取組」 

・トークセッション「文化×ビジネス・産業におけるイタリアと日本のコラボレーションの可能性」 

Embassy of Italy Head of the Trade Promotion Section 

 Gianpaolo Bruno 氏 

・カルチャープレナーによるプレゼンテーション 

・ネットワーキング 

参加者 参加者：７３名    

 

②スタートアップの成長支援 

■IPO 経営人材育成プログラム KYOTO  

内 容 京都のスタートアップエコシステムの更なる発展を目的に、IPO を目指す企業の経営者層を

対象とした人材育成プログラムを提供（6 回シリーズ） 

 

連携先：（株）東京証券取引所 、（株）日本取引所グループ 

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：IPO に関心がある企業経営者 IPO / スタートアップ支援者 

内 容： 

【第１回】 

日 時：2025 年６月 19 日(木) 18：00～20：00 

テーマ：上場制度と上場審査 

講 師：㈱東京証券取引所 上場推進部 課長 岡野 豊 氏 

 

【第２回】 

日 時：2025 年７月 10 日(木) 18：00～20：00 

テーマ：成長資金の調達と資本政策 

講 師：JIC ベンチャー・グロース・インベストメンツ 坂本 匠 氏 

 

【第３回】 

日 時：2025 年 8 月 21 日(木) 18：00～20：00 



テーマ：上場にむけた人員体制の整備 

講 師：㈱グラッドキューブ 専務取締役 CIRO 財部 友希 氏 

 

【第４回】 

日 時:2025 年 9 月 18（木）18：00～20：00  

テーマ：上場にむけた内部管理体制（内部統制と予実管理）の構築 

講 師：公認会計士 小谷 晋一 氏、 川上 秀俊 氏 

 

【第５回】 

日 時:2025 年１０月 1６（木）18：00～20：00  

テーマ：上場にむけたガバナンスの構築 

講 師：五島 洋（弁護⼠法⼈⾶翔法律事務所 パートナー弁護⼠） 

 

【第６回】 

日 時:2025 年 11 月 20（木）18：00～20：00  

テーマ：先輩経営者による上場体験談 

参加者 参加者： 12 名（12 社）  

 

■上場経験者が語る「リアル」と、次の挑戦者が出会う場 関西スタートアップ交流会 

内 容 

関西のスタートアップ企業、支援機関、VC/CVC、金融機関が一堂に会し、上場経験者が

語る“リアル”と、次の挑戦者が出会う場として、成長企業の実践知と地域の支援リソースをつ

なぐ。 

 

日 時：2026 年 3 月 3 日（火）14:00～16:00 

連携先：NPO 法人生態会、㈱けいはんな 

場 所：京都経済センター KOIN 

内 容：・支援機関及び支援メニュー紹介（NPO 法人生態会、㈱けいはんな、KOIN（知恵森） 

・上場企業登壇（上場に至るまでの経緯、経営戦略） 

 ㈱イルグルム 代表取締役 CEO 岩田 進 氏 

  インタラクティブ㈱ 代表取締役社長 臼井 隆秀 氏 

・先輩スタートアップ登壇（成長までの道のりと今後） 

 ㈱Cubec 代表取締役 CEO 奥井伸輔 氏 

  Data Center Xpert㈱ 副社長 兼 人材紹介事業部長 片柳 海 氏 

・登壇 4 社によるトークセッション 

・交流会 

参加者 

参加者 54 名（会場 50 名、オンライン 4 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■UntroD Capital による超実践エクイティストーリー構築講座 

内 容 

投資家が求める情報と、スタートアップ企業経営者が語る価値の「構造ギャップ」を埋めるた

めに何が起きているのかを客観的に科学し、すぐに実践できるよう設計手順を学ぶ集中講座 

 

連携先：UntroD Capital Japan、京都リサーチパーク株式会社、京大オリジナル株式会社 

内 容：Day1 2026 年 3 月 13 日（金）10:00～17:00 場所：KRP 

第 1 講座 エクイティストーリーの本質 ＋ Valuation  

× 蓋然性の全体像 3 軸 OS／Valuation 基礎 

第 2 講座 Valuation × 蓋然性の実践設計 Valuation 深化／蓋然性 

第 3 講座 共感・熱狂：言語化とクリエイティブ 共感・熱狂集中 

Day2  2026 年 3 月 19 日（木）10:00～17:00(一部ハイブリッド) 場所：KOIN 

第 4 講座 構築プロセスとティップス 実務・体制・設計 Tips 

第 5 講座 具体事例①：Valuation × 蓋然性の強化 実践修正（内容軸） 

第 6 講座 具体事例②：クリエイティブの強化 実践修正（表現軸） 

 

講 師： UntroD Capital Japan 取締役 上島 哲 氏 

      UntroD Capital Japan エンビジョンマネージャー 田崎 有城 氏  

参加者 

Day1 ３５名（うちオンライン 2６名） 

Day２ ２７名（うちオンライン 24 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③エコシステムのグローバル化、スタートアップのグローバル展開の取り組み 

■関西から世界へ！スタートアップ海外展開支援セミナー 

内 容 

スタートアップ企業の海外展開を後押しするため、スタートアップ向けの支援策や活用企業

による取り組み事例を紹介するとともに、ジェトロ「Global Startup Acceleration 

Program」 Deep Tech コースに参加したスタートアップ企業による体験談を、米国をはじ

めとする海外展開に関心のあるスタートアップ企業や支援機関に提供 

 

日 時：2025 年 5 月１６日（金）17:00 ～ 19:00 

連携先：ジェトロ京都 

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：京阪神に拠点を有するスタートアップ企業、自治体、支援機関等 

内 容：・Global Startup Acceleration Program Deep Tech コースの紹介 

ジェトロ・イノベーション部 スタートアップ課 迫田 貴瑞 氏 

 



・2024 年度参加者によるパネルディスカッション 

＜登壇者＞ 

ジェトロ・イノベーション部 スタートアップ課 迫田 貴瑞 

株式会社 幹細胞＆デバイス研究所 代表取締役 加藤 謙介 氏 

株式会社 エルシオ 代表取締役 李 蕣里 氏 

・質疑応答・交流会 

参加者 １２ 名 

 

■FOODTECH Seminar ｜ UNION KITCHEN と語り合う！米国での“JAPAN”の価

値と市場を掴むポイント 

内 容 

 米国市場で自社の商品・サービスを展開したいスタートアップを対象に、アメリカのフードビ

ジネス市場を掴むためのポイント等を、京都と米国を中継で結び説明。フードテックスタートア

ップの海外展開を支援 

 

日 時：2025 年 9 月 3 日（水）10:00～12:00 

連携先：Wildcard Incubator 

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：フードテックスタートアップ、米国進出を目指そうとするスタートアップ 

北米フードテック技術との共創を目指そうとするスタートアップ、事業会社 等 

内 容：・Wildcard Incubator ご紹介 (Wildcard Incubator 熊谷 伸栄 氏) 

・「フードテックと米国食市場進出を見据えた戦略ステップと事例紹介」 

       登壇者：Wildcard Incubator 熊谷 伸栄 氏 

・「650 社以上もの支援実績を誇る全米屈指のフードビジネス・アクセラ Union 

Kitchen の支援プログラムの紹介」  

 登壇者： Barney Rubin, Head of Accelerator, Union Kitchen 

・パネルディスカッション 

「“KYOTO”をフックに！？～米国消費者・市場に自社製品をどのように売り込むべ

きか？～ポイントやバリューチェーンの作り方」— 

   パネリスト：Wildcard  Incubator 熊谷 伸栄 氏 

Union Kitchen  Barney Rubin 氏 

YUUZ エルナンデス柳井美紀 氏 

・質疑応答 

・参加者ネットワーキング（名刺交換会）・交流会 

参加者 

参加者 ２６ 名 

 

 

 

 

 

 

■Bridge Kansai：Global Ecosystem Mixer ―関西と世界がつながるミートアップ

（GSE サイドイベント） 

内 容 

 関西を拠点にグローバルに挑む企業やスタートアップ、日本でのビジネス展開を目指す外国

人起業家、海外と日本を繋ぐアクセラレーター、そして、関西発イノベーションの可能性を信

じて GSE に集う世界のエコシステムプレイヤー交流するネットワーキングイベント。新たな出会

いやコラボレーションのきっかけを創出 

 

日 時：2025 年 9 月 18 日（木）18:00 ～20:20 

場 所：QUINTBRIDGE（大阪市） 



連携先：神戸市・QUINTBRIDGE (NTT 西日本) 

協 力：渋谷区・横浜市・STARTUP HOKKAIDO 実行委員会 

対 象：・京阪神を拠点にグローバル展開を目指すスタートアップや起業家 

・日本進出を目指す海外スタートアップ・外国人起業家 

・海外連携を支援する自治体・支援機関・アクセラレーター・エコシステムビルダー 

・スタートアップ連携・投資に関わる企業担当者（事業開発・CVC など） 

・ベンチャーキャピタル（VC）・コーポレートベンチャーキャピタル（CVC）・投資家 

内 容：トークセッション「KANSAI x GLOBAL：つながるイノベーションのハブへ」 

    ＜登壇者＞  

underdogs. グローバル事業本部 グローバルチームマネージャー 上前 万由子 氏 

     Innovation Dojo Japan CEO JOSHUA FLANNERY 氏 

     メドテックアクチュエーター合同会社 ゼネラルマネージャー  東 潤一氏 

    ＜モデレーター＞ 

      Plug and Play Japan 髙橋 哉帆 氏 

参加者ショートプレゼン（オープンマイク） 

ネットワーキング  

参加者 参加者 5０名 

 

■Korean Startup Ecosystem Networking 

内 容 韓国ソウルを拠点とし、起業家教育を手掛けるインキュベーター「underdogs.（ud.)」からゲ

ストを迎え、スタートアップ世界ランキング 9 位、アジア屈指のイノベーション拠点として注目され

るソウルのスタートアップ・エコシステムの「今」をリアルな視点で紹介 

 

日 時：2025 年 4 月２8 日（木）18:30-21:00  

場 所：京都経済センター KOIN 

対 象：スタートアップ企業、起業に興味のある学生・大学研究者、大学で起業支援をされてい

る方、事業会社、金融機関、ベンチャーキャピタル 

内 容：「Act-preneur Seminar 〜韓国 No.1 起業教育企業が紐解く韓国スタートアップ・

エコシステムの今〜 — 最新トレンドと韓国進出の鍵」 

  イム・ジェソン氏（underdogs.（ud.) グローバル事業チーム ディレクター） 

Q&A セッション 

ネットワーキング  
参加者 参加者： 38 名    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 



■Brazil Startup Ecosystem Networking 

内 容 

世界第 5 位の人口と急成長するデジタル市場を背景に注目を集めるブラジルのスタートア

ップ・エコシステムの最新動向に触れながら、ブラジルの大企業・中堅企業の経営者とのネット

ワーキングを通じ事業連携の可能性を探る。 

 

日 時：2025 年 5 月 2６日（月）11:00 ～ 14:30 

連携先：Silicon Valley Brasil 

場 所：京都経済センター KOIN 

内 容：・京都のスタートアップエコシステムについて紹介 

     ・スタートアップによるプレゼンテーション及び質疑応答 

     ・ネットワーキング 

＜登壇 SU＞ 

Biome、Enishia、muiLab、Casie、DeepForest、北澤造園、SMART CUBE、

scheme verge、ICHI INC.、RELUVATE(シンガポール) 

 

＜ブラジル参加者＞ 

  Silicon Valley Brasil（サンパウロを拠点とし、世界中のイノベーションエコシステム

への独自のアクセスを提供するアクセラレーター。シリコンバレー、イスラエル、中国、ポ

ルトガル、フィンランド、エストニアなど世界の主要なイノベーション拠点と接続） 

Alia Empreendimentos（不動産開発・建設）、Zambetta Empreendimentos

（不動産開発・高級建設）、MRP Construções e Incorporações（高級住宅用不 

動産開発） 他 計 16 社 34 名  
  

 

■India & Africa Startup Day – Bridging Innovation with Japan 

内 容 

 急成長を続けるインド・アフリカのスタートアップ市場を紹介するとともに、両国のスタートア

ップのピッチ、京都のスタートアップ、投資家、支援機関とのパートナーシップを構築 

 

日 時：202５年 7 月 1 日（火）16:00～19:00 

場 所：京都経済センター KOIN／３－H 

内 容：・インド市場概況/アフリカ市場概況 

・インドスタートアップピッチ 

・パネルディスカッション 

「Understanding India & Africa’s Startup Landscape」 

SGgrow Pte. Ltd. Director 眞下 弘和 氏 

マネックスベンチャーズ株式会社  インベストマネージャー 原 海優 氏 

UNCOVERED FUND CEO & General Partner 寺久保 拓摩 氏 

※モデレーターJICA スタートアップエコシステム専門家 不破 直伸 氏 

・アフリカスタートアップピッチ 

・交流会 



参加者 

参加者 ６５ 名 

 

 
■Taiwan Startup Ecosystem Networking @KOIN 

内 容 

 台湾のスタートアップ支援、ブランド構築を目的に台湾国家発展委員会の官民共同プロジェ

クトとして設立された「Startup Island TAIWAN」を京都に迎え、台湾と日本のスタートアッ

プエコシステムの架け橋となるネットワーキングイベント。台湾のスタートアップ事情に触れると

ともに、両地域の起業家・支援者・投資家との新たなコラボレーションの可能性を探った。 

日 時：2025 年 8 月 22 日（金）14:00～16:30 

連携先：Startup Island TAIWAN 

場 所：京都経済センター KOIN／３－H 

内 容：・台湾のスタートアップエコシステムと Startup Island TAIWAN の取り組み 

・台湾 SU24 社によるピッチ 

・京都の SU３社によるピッチ 

  アバンタス株式会社 代表取締役社長 桶田 一夫 氏 

株式会社 STARUP 代表取締役 CEO 緒方 勇斗 氏 

Patentix 株式会社 営業部長 國枝 浩二 氏 

・交流会 

 

■Colombian Ecosystem Networking 

内 容 

南米の中でも注目されるイノベーション拠点であるコロンビアは、スタートアップコミュニティ

が形成され、新興企業の活動拠点として存在感を高めている。本イベントでは、コロンビア大使

館やカリ市から事業会社・スタートアップを京都に迎え、現地のエコシステムやビジネス動向、

企業の取り組みを紹介 

 

日 時：2025 年 10 月 9 日（木）14:00～17:00 

場 所：京都経済センター会議室 6-B 交流会 KOIN 

連携先：コロンビア共和国大使館、カリ市商工会議所 

対 象：スタートアップ企業、学生、金融機関、VC、事業会社、支援機関 

内 容：・オープニング（コロンビア共和国大使館） 

・京都スタートアップエコシステムの紹介（京都知恵産業創造の森） 

・コロンビアエコシステムの紹介（Sugar Valley CEO） 

・京都商工会議所の取組紹介 

・コロンビア・カリ市の紹介（カリ市商工会議所） 



・コロンビアスタートアップ、事業会社のピッチ（12 社） 

・クローズドスピーチ（カリ市商工会議所） 

・ネットワーキング  

参加者 

参加者 45 名 

 

■Finland–Turku Startup Ecosystem Networking【学生限定】 

内 容 

 Boost Turku Entrepreneurship Society（Finland）から大学生起業コミュニティメン

バーを迎え、京都の学生起業家や支援機関とのネットワーク構築 

日 時：2025 年 12 月 3 日（水）10:00 ～ 12:00 

場 所：京都経済センター KOIN 

連携先：Boost Turku Entrepreneurship Society（Finland） 

内 容：・オープニング 

・Boost Turku 紹介 

・京都スタートアップエコシステムの紹介 

・京都リサーチパークの紹介 

・京都キャピタルパートナーズの紹介 

・京都スタートアッププレゼン 

・FinlandTurku のスタートアッププレゼン 

・ランチタイムネットワーキング 

参加者 

参加者 27 名 

 

 



 
■Italy-the Sardegna Startup Ecosystem Networking 

内 容 イタリア大使館との連携のもと、イタリアサルディーニャ州のスタートアップ企業を招き、双方

のエコシステム PR とパネルディスカッションを通じ両エコシステムの連携を探る。 

 

日 時：2025 年 12 月 4 日（木）10:00-13:00  

連携先：イタリア大使館 

場 所：京都経済センター KOIN ３－H 会議室 

内 容・京都スタートアップ・エコシステムの紹介 

・イタリアサルディーニャ州スタートアップ・エコシステムの紹介 

・パネルディスカッション「京都―イタリアエコシステム連携の可能性について」 

・イタリアサルディーニャ州スタートアップピッチ 

・ネットワーキング 

参加者 参加者： 52 名    

 

■京都×ダルムシュタット商工会議所連携ピッチ事業 

内 容 ドイツ・ダルムシュタット商工会議所(IHK Darmstadt)との連携のもと、日本企業との協業・

日本進出に意欲のあるドイツ・ダルムシュタット地域企業７社と、ダルムシュタットをはじめとする

欧州進出に意欲のある京都のスタートアップ企業４社が、技術・サービス、希望する協業内容等

について事業プレゼンテーションを行う。 

 

日 時：2026 年 1 月 21 日（木）16:00-18:30  

主 催：京都商工会議所 

共 催：(一社)京都知恵産業創造の森 

協 力：ジェトロ京都 

場 所：オンライン 

内 容：・ダルムシュタットの概要（産業・スタートアップエコシステム）説明 

      ダルムシュタット商工会議所 Daniel Theobald 氏 

     ・京都の概要（産業・スタートアップエコシステム）説明 

      京都商工会議所 企画広報部長 堀口 亜季子 氏 

・ダルムシュタット企業プレゼンテーション（４社） 

・京都企業プレゼンテーション（４社） 

・ダルムシュタット企業プレゼンテーション（３社） 

 

  



■国際人工生命学会（Alife 2025）連携イベント 

内 容 産業会館で開催された国際人工生命学会 Alife2025 の参加者を対象に、京都のスタートア

ップ企業を紹介するイベントを開催  

日   時：2025 年１０月６日（月）、9 日（木）、１０日（金） 

場   所：経済センターKOIN 

登壇 SU：株式会社 幹細胞＆デバイス研究所、株式会社 Geek Guild、株式会社 XNOVA  

 

(2) アントレプレナーシップ醸成 

■Kyoto Global Entrepreneurship 2DAYs Program 

内 容 

ソウル発のインキュベーター「underdogs.（ud.)」と連携し、京都や日本が抱える地域課題

を出発点に、それらをグローバルな課題として捉え直し、世界に通用する事業へと発展させる

「グローカル起業家」の育成を目指す日英両語による起業プログラム 

対 象：学生、起業家、支援者、企業関係者等 

内 容：DAY1（オンライン｜2026 年 3 月 6 日） 

・起業プロセスの基礎理解 

・課題定義・ペルソナ設計 

・ソリューションの価値設計 

DAY2（対面｜京都・KOIN｜2026 年 3 月 14 日） 

      ・ベンチマーキング 

・ビジネスモデル構築 

・ランディングページ作成 

・ファイナルピッチ 

参加者 

日本を含む 6 か国以上からの起業家および起業志望者が参加。オンラインと“KOIN”での対

面ワークショップを組み合わせた 2 日間の実践型プログラムとして展開 

 

(3) スタートアップに関する情報の発信 

  京都スタートアップ・エコシステム HP での情報発信 

  https://kyotostartup.jp/ 
 

https://kyotostartup.jp/


（４） 京都スタートアップ・エコシステム推進協議会の運営 

 ■京都スタートアップ・エコシステム推進協議会の開催 

日 時 議 題 

3 月 18 日（水） 

13:00～14:00 

（１）第１期拠点都市計画の実績報告 

（２）第２期拠点都市計画及び KPI の進捗 

（３）2025 年度の取組 

（４）意見交換 

・スタートアップの創出・成長について 

・京都スタートアップエコシステムのグローバル化について 

 
（５） 京阪神スタートアップ・エコシステムの連携 

連携の更なる深化 

■SusHi Tech Tokyo 2025 関西パビリオン出展 

内 容 東京都等が主催するグローバル・カンファレンス。環境とエネルギー等の世界が直面する都市課

題に対し、最先端のテクノロジーを用いて挑み「持続可能な新しい価値」を生み出すセッション、ピ

ッチコンテスト、展示ブース、商談会など開催。2025 年から３日間の開催になり、２日間を「ビジネ

スデー」３日目を「パブリックデー」として子供や学生向けに一般開放 

 

・日 時：2025 年 5 月８日（水）～１０日（土） ３日間 

・場 所：東京ビッグサイト 東展示棟４～６ホール（東京都江東区有明 3-11-1） 

※会場と全国各地のイベント・ワークスペース（KOIN 含む）でパブリックビューイング実施 

・主 催：SusHi Tech Tokyo 2025 実行委員会（東京都、日本経済団体連合会 他） 

・参加者：5.6 万人（リアル参加者 4.3 万人） 

＜関西パビリオン＞ 

・出展者社：スタートアップ・エコシステムの第２期拠点都市計画の重点分野である、『バイオ・ライ

フサイエンス』、『グリーンテック』『デジタル』の３領域の企業 10 社が出展 

京都（４社）→㈱STAR UP、㈱虫秘茶、DeepForest Technologies㈱、ライノフラックス㈱ 

大阪（３社）→㈱イムノセンス、㈱フツパー、㈱Review 

ひょうご神戸（３社）→㈱Atomis、㈱NINZIA、learningBOX㈱ 

 

 

■Tech GALA ２０２６ 京阪神コンソーシアム出展 

内 容 

Central JAPAN Startup Ecosystem Consortium 等が主催する国内外のスタートアッ

プ、企業、大学、投資家が集う国際的テックイベントにおいて、京阪神エコシステムの PR 及びスタ

ートアップ企業出展 

日 時：2026 年 1 月 27 日（火）～1 月 29 日（木） ※出展ブースは 27-28 日のみ 

場 所：愛知県名古屋市（栄地区、鶴舞地区）  

 

 

 

 

 

 

 



５ スマート社会の実現に関する事業   
⑴ スマート社会関連産業の生産性向上 

■京都スマートプロダクト認定事業 

内 

容 

京都府内の中小企業等が、自社製品等として製造の全

部又は一部を行っている、エコ・省エネの取組や、AI・

IoT 等を活用したスマートシティの推進に資する製品・

サービスを「京都スマートプロダクト」として認定し、情

報発信や販路開拓等を支援した。 

  

実 

績 

認定：15 件 
製品・サービス名 企業名 

① 省エネ、長寿命、水銀レスで環境にやさしい 
紫外線 LED 照明「“ブラック★スター”シリーズ」 (株)飯田照明 

② 小型軽量化とエア消費量の削減を実現 
「UltraForce（軽量高出力チャック）」 NKE(株) 

③ 低消費電力で長距離データ通信が可能 
「ＬｏＲａ®通信モジュール」 (株)クレアリンクテクノロジー 

④ IoT を駆使したアフリカ仕様製品 
アフリカの水問題改善に貢献 プリペイド式従量課金型

自動水料金回収システム 「SUNDA」 

(株)Sunda Technology 
Global 

⑤ 糖尿病患者の足切断ゼロを目指す 
「足病管理アプリ Steplife®」 (株)セカンドハート 

⑥ AI で導く、あなた専用の眠り 
AI による寝具提案でお一人おひとりの快眠を実現する 

「fit Sleep」 
大東寝具工業(株) 

⑦ 鉄触媒が生む高機能フルボ酸 
鉄触媒技術を基盤とした 「フルボ酸製品群」 (株)TSK 

⑧ 工場のあらゆるデータを IoT で自動収集 
設備ごとの電力の見える化を実現 「SQU-Air」 (株)日新システムズ 

⑨ 簡単に使えるコミュニケーションツール 
地域とのつながりを守るコミュニケーションツール 

「L1m-net（エルワン ネット）」 
(株)日新システムズ 

⑩ AI で女性の健康とキャリアの両立支援 
「Wellflow（ウェルフロー）」 Flora(株) 

⑪ 持続可能な建設業の未来を支える DX 
ダンプトラックに特化した運行管理システム 「カタル」 (株)MIEZ 

⑫ お部屋で育てる未来の稲作 
矮性イネ品種「『京のゆめ』関連製品（種籾、栽培キッ

ト）｣ 
未来食研究開発センタ―(株) 

⑬ やる気を見える化するアプリ 
「YOMOGI＋（ヨモギプラス）」 YOJYOnet(株) 

⑭社会の習慣が変われば、会社は強くなる 
企業の健康経営を“成果につなげる” 
「Life Pilot-ライフパイロット-」 

(株)RASCAL’s 

⑮ 地球想いの燃料という選択肢。 
プレミアム軽油 「CF-5」 (株)レボインターナショナル 

 



⑵ 中小企業等のイノベーションの促進、省エネ・節電支援 

■スマート社会実装化促進事業 

内 容 

「超スマート社会」の実現を目指すため、新たなサービスや技術の開発等のイノベーション

の構築に向けた取組を行う京都府内の中小企業等を対象に経費の一部を補助した。また、コ

ーディネータによる採択事業者（過年度を含む）に対するフォローアップを継続実施した。 

実 績 スマート社会実装化促進事業補助金（４件 １３，４１５千円） 

 

■京都産業牽引人材創出事業（スマートファクトリー牽引人材） 

内 容 

中小ものづくり事業者のＤＸの導入等によるプロセス・イノベーションや産学連携によるプ

ロダクト・イノベーションの推進等を支援するため、①コーディネータによる事業者視点に立

った丁寧な伴走支援、②啓発セミナーの開催（年 2 回）、③中小ものづくりアドバイザーの派

遣（４社宛て）を実施した。 

実 績 

・雇用創出１０４名（うち良質雇用８８名） 

(令和７年度目標: 雇用創出２１名、うち良質雇用１５名) 

・セミナー等開催：２回 参加者：（延べ）67 名 

内容 日程 参加者数 

①  
中小ものづくりアドバイザー派遣事業・第 3 回成

果発表会 
令和７年６月２４日 

２８名 

（オンライン） 

② 
成果事例報告・パネルディスカッション「生産性

向上に向けた業務プロセスの再構築」 
令和７年１２月４日 

３９名 

（オンライン） 
 

・中小ものづくりアドバイザー派遣実績 

 従事時間数合計：６０６時間 

派遣先 派遣アドバイザー 従事時間数（時間） 

① ㈱キョークロ 炭谷 翔悟 氏 １５９．５時間 

② ㈱第一紙行 小笠原 知広 氏 １２８時間 

③ 藤原製本㈱ 東 典弘 氏 １９８．５時間 

④ ㈱山一パン総本店 小笠原 知広 氏 １２０時間 
 

 

■中小企業等への省エネ・節電・ＥＭＳ診断事業 

内 容 
事業所や工場に専門家を無料で派遣し、設備の運転状況の確認、データの計測・分析を行

い、生産性の向上に資する総合的な改善方策を提案した。 

実 績 
中小企業等への省エネ・節電・ＥＭＳ診断事業 

（詳細診断２５件） 

 

 

■自立型再生可能エネルギー設備等導入補助事業 

内 容 

中小企業等が条例に基づく計画認定を受け、自己消費のため導入する再生可能エネルギ

ー設備及び効率的利用設備（ＥＭＳ、蓄電池）に要する経費の一部を補助することで、再生可

能エネルギー、ＥＭＳ及び蓄電池の導入を促進した。 

実 績 
自立的地域活用型再生可能エネルギー設備等導入補助事業補助金 

（５件 7,126 千円） 

 

 



■中小企業等の高効率機器整備への支援 

内 容 

京都市内の中小事業者が行う省エネ効果の期待できる高効率機器（空調、換気、照明、給

湯設備）の導入に係る費用を支援し、市内の準特定事業者（※）への個別の CO₂排出量等の

フィードバックを踏まえた省エネ改修を後押しした。 

※事業の用に供する建築物（床面積合計が 1,000 ㎡以上）の所有者 

実 績 京都市中小事業者の高効率機器導入促進事業補助金（１５件 19,982 千円） 

 

⑶ スマート産業に関わるネットワーク形成 

京都エコ・エネ交流クラブ会員やエコ・エネルギー関連及びスマートファクトリー関連事業者と

のネットワークの形成を推進した。 

また、「京都産業ＥＭＳ導入促進連絡会議」を運営するとともに、中小企業等支援機関との情報

共有・連携を目的とする「京都スマート社会推進連携会議」を開催した。 

 

■京都産業ＥＭＳ導入促進連絡会議の運営 

日 程 出席団体 議  題 

令和 7 年 8 月 27 日 

京都府、京都市 

（府市とも商工・環境の両部

門） 

・令和７年度 ＥＭＳ関連補助事業に係る 

申請・採択状況について 

・知恵森事業の課題等について 

・府市の令和８年度予算要求状況について 等 

令和7年１２月23日 同上 同上 

 

■京都スマート社会推進連携会議 

日 程 出席団体 議 題 

令和８年３月５日 

京都府、京都市（府市とも商工・環境の両部門）、 

京都商工会議所、京都府商工会連合会、京都工業会、 

京都府中小企業団体中央会、京都産業２１、 

京都高度技術研究所、関西文化学術研究都市推進機構、 

京都府産業廃棄物３R 支援センター、 

京都府地球温暖化防止活動推進センター、 

経済産業省近畿経済産業局、 

環境省近畿地方環境事務所、 

中小企業基盤整備機構近畿本部 

・各機関の取組内容の共有 

・中小事業者向け補助金チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 産業人材育成の支援・交流と協働による新たな価値創造の推進に関する事業 

⑴ 産業人材育成に係る企画、運営 

■THE LEAN LAUNCH PAD   

シリコンバレー⽣まれのシードアクセラレーションプログラムで、事業をゼロから実

現するための⼿法を学び、ビジネスプランの作成からアイデアの事業化を⽬指す実践講

座を実施した。 

日時 

・（プレ講座）令和７年５月２５日（日）１３：００～１８：００ 

・（第１回）令和７年６月１５日（日）１３：３０～１７：３０ 

・（第２回）令和７年６月２８日（土）１３：３０～１７：３０ 

・（第３回）令和７年７月２０日（日）１４：００～１８：００ 

・（第４回）令和７年８月１０日（日）１３：００～１７：００ 

・（第５回）令和７年８月２３日（土）１４：００～１８：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（プレ講座）近未来起点アイデア出しワークショップ 

・（第１回）新商品の価値を検証 

・（第２回）ビジネスモデルをデザイン 

・（第３回）収益モデルを構築 

・（第４回）スケーラビリティ（拡張性）デザイン 

・（第５回）DEMODAY（お披露目会） 

※ 講師：スタートアップ・ブレイン㈱ 代表取締役 堤孝志 

メンター：オムロン㈱ 吉武直毅  

オムロン㈱ 正木達章 

㈱IDEABLE WORKS 代表取締役 寺本大修 

令和４年度 The Lean Launch Pad修了生 かぬまみほ 

 

 

 

 

 

 

参加者 
プレ講座：２０名、第１回：３２名、第２回：２７名、第３回：２５名、 

第４回：２１名、第５回：２０名 

■ビジネス実践ラボ   

起業を志す学生を対象に、ビジネスプランの作成から事業実践まで一気通貫で起業体

験ができるプログラムで、優秀なビジネスプランに対し、最大５０万円を提供し、職

員、アドバイザーによる伴走支援のもと、学生が実際の事業活動を体験する事業を実施

した。 

日時 

・（応募説明会）令和７年７月８日（火）１８：００～１９：００ 

・（第１回）令和７年８月５日（火）１８：００～２０：００ 

・（第２回）令和７年８月２０日（水）１８：００～２０：００ 

・（第３回）令和７年９月２５日（木）１３：００～１９：００ 

・（第４回）令和８年３月１６日（月）１８：００～２０：００ 



会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（応募説明会）概要説明、過去の参加者の感想、応募に関するアドバイス 

・（第１回）ビジネス基礎講座・ブラッシュアップ支援① 

・（第２回）ビジネス基礎講座・ブラッシュアップ支援② 

・（第３回）ビジネスプランプレゼンテーション・審査会 

・（第４回）成果報告会 

※ メンター：㈱SOU 代表取締役 仲田匡志 

㈱RE-SOCIAL 代表取締役 笠井大輝 

日本政策金融公庫 国民生活事業本部 京都創業支援センター所長 萩森学治 

 

 

 

 

  

参加者 
応募説明会：１３組（１６名）、第１回：２５組（３３名）、 

第２回：２３組（３３名）、第３回：１９組（３０名）、第４回：５組（１０名） 

採択 

プラン 

・Ajiwau Kyoto（京都女子大学学生） 

・学生開発エコシステム（同志社大学学生グループ） 

・AI ﾊﾟｰﾄﾅｰ×学習ｻﾎﾟｰﾄ「ｱｲｽﾀ」（同志社大学学生グループ） 

・変われる仕組みを社会へ『Torch Gym』（京都産業大学学生） 

・The wonder palette journey！（京都芸術大学学生グループ） 

 

⑵ 多様な主体との連携による効果的な人材育成の推進 

■京都アトツギゼミ２０２５（共催：京都信用保証協会）   

京都府下の後継者が、家業の持つ経営資源を活用し、新たな発想や技術を掛け合わせ新

事業を創出するノウハウや知識を習得するとともに、KOIN を拠点にアトツギコミュニテ

ィの構築を図るためのプログラムを実施した。 

日時 

・（第１回）令和７年７月１７日（木）１８：００～２１：００ 

・（第２回）令和７年７月３１日（木）１８：００～２０：００ 

・（第３回）令和７年８月１９日（火）１８：００～２０：００ 

・（第４回）令和７年９月４日（木）１８：００～２０：００ 

・（第５回）令和７年９月１６日（火）１８：００～２０：００ 

・（第６回）令和７年１０月３日（金）１７：００～２１：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（第１回）オープニング・ゲストセッション 

・（第２回）自社の DNAを言語化する 

・（第３回）変化をチャンスと捉える 

・（第４回）事業アイディアの発想 

・（第５回）人を動かすプレゼンテーション 

・（第６回）ゼミ発表会と振り返り 

※ ファシリテーター：シンク・アンド・アクト㈱ 共同代表取締役 伊澤慎一 

 



 

 

 

 

参加者 

第１回：１５名、第２回：１５名、第３回：１１名、第４回：１３名、 

第５回：１０名、第６回：１２名 

※今年度の参加者のうち２名が、１月 20 日に開催される第６回「アトツギ甲子園」

（主催：中小企業庁）近畿ブロックに出場 

 

■中信学生デザインコンテスト２０２5（共催：京都中央信用金庫） 

月日 
展示・審査 令和７年１０月８日（水）、１０月９日（木） 

表彰式・交流会 令和７年１０月２８日（火） 

会場 京都府総合見本市会館、京都経済センターＫＯＩＮ、３－F 会議室 

内容 

学生を対象とした、地域企業の商品パッケージと企業ロゴをテーマにしたデザインコンテスト。 

地域企業の商品の魅力を伝え、価値を高めるパッケージデザインと企業ロゴを広く募集し、次

代を担う大学生・大学院生・専門学校生の斬新・創造的なデザインを募集し、地元企業の発展

を目的に開催。 

内閣府・内閣官房選定の「令和７年度 地方創生に資する金融機関等の『特徴的な取組事

例』」および地方創生担当大臣表彰を受賞。 

提供：京都知恵産業創造の森賞（副賞５万円） 

知恵森賞 受賞者 重本 結愛 氏（京都芸術大学） 

■アトツギ掛け算プログラム 

府内で活躍するアトツギを招き、事業継承の決意、経営改善、新事業への挑戦などの実体

験の共有を図るプログラムを実施した。 

日時 
・（第１回）令和８年２月１２日（木）１８：００～２０：００ 

・（第２回）令和８年３月５日（木）１８：００～２０：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

・（第１回） 

○ゲストトーク：「どん底からの家業リノベーション」 

（（㈱大滝工務店 代表取締役社長 大滝雄介氏） 

○トークセッション 

○交流会 

・（第２回） 

○取組紹介（発表者）： 

大西建設株式会社 取締役 大西達也氏 

西村防災設備株式会社 取締役 西村太希氏 

有限会社三葉商事 経営企画・営業 山下正人氏 



○アトツギ座談会 

○交流会 

参加者 第１回：１５名、第２回：１５名 

 

■THE LEAN LAUNCH PAD GATHERING 

THE LEAN LAUNCH PADプログラム受講者、「デザイン思考」や「リーンスタートアップ」

に興味のある者などが集う交流イベントを開催した。 
日時 令和８年２月７日（土）１３：３０～１７：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

○講演：「資金調達これだけはしっとけ TOP10」（スタートアップ・ブレイン㈱ 代表取

締役 堤孝志氏） 

○トークセッション：「同志社大生×京都芸術大学生×近畿大学生×KOIN 発起業家に

よるパネルトーク」 

○交流会 

 
 
 
 

参加者 ３５名 

■オープンイノベーション手法による新事業創出講座 

（ビジネスアイデア発想法ワークショップ～デザイン思考・アート思考 vs.生成 AI～） 

起業に興味のある学生や企業の新規事業開発担当等を対象に、デザイン思考やア

ート思考を学びながら、ゲーム感覚のワークを通じて実際に発想法を体験するワ

ークショップを開催した。 

日時 
・（第１回）令和８年２月２０日（金）１８：３０～２０：００ 

・（第２回）令和８年２月２７日（金）１８：３０～２０：００ 

会場 京都経済センター（KOIN） 

内容 

（第１回、第２回共通） 

○講師による講義（デザイン思考・アート思考・AIの上手な組み合わせ方、使い方） 

○参加者同士のグループワーク 

○交流会 

※ 講師：品川 啓介氏（福岡女子大学 教授、女性リーダーシップセンター 副セ

ンター長） 

 

 

 

 

 

参加者 第１回：２２名、第２回：１８名 

 



■アントレプレナーシップ教育に係る連携協定締結（連携：京都産業大学、同附属中高）   

京都産業大学において令和８年４月にアントレプレナーシップ教育学環が開設さ

れることを契機に、京都産業大学、同附属中学校・高等学校、（一社）京都知恵産業

創造の森とで、より充実したアントレプレナーシップ教育の推進を実現し、京都の社

会経済の発展をけん引するより多くの人材の育成、輩出を図るため、アントレプレナ

ーシップ教育及び産業人材育成に関する連携協定を締結した。 

連携 

主体 

・京都産業大学 

・京都産業大学附属中学校・高等学校 

・（一社）京都知恵産業創造の森 

連携 

取組 

・アントレプレナーシップ教育に関する京都産業大学及び同附属中学校・高等学校の

授業等や、学生、生徒、教職員の活動の支援  

・京都産業大学及び同附属中学校・高等学校の学生、生徒、教職員による オープン

イノベーションカフェ「KOIN」（京都経済センター内）の利用促進 

・アントレプレナーシップ教育に関するイベント等の共同企画・開催 

期間 令和７年８月２９日から５年間 

その他 

〇連携協定書署名式 

８月２９日（木）に京都商工会議所（特別会議室）において 

各団体の代表者が集い、連携協定書の署名式を実施 

 

 

 

７ 交流と協働による新たな価値創造の推進に関する事業 
⑴ オープンイノベーションカフェ「KOIN」の活性化 

■KOIN 運営状況 

KOIN 利用登録者を中心とする約 2,８00 名に対して、毎週金曜日にメールマガジンを配

信。当法人の主催事業に加え、関係支援機関等が実施するイベント情報等を発信したほか、

SNS においてセミナー・イベントの案内を行い、開催報告記事を投稿するなど、KOIN を活

用した情報発信を継続的に行った。 

 

令和７年度利用者数：１５，７５５名 

登録者数       ：８，４０６名（令和８年３月３１日現在） 

令和 7 年度イベント実施回数 ：２３３回 

 

■KOIN 広場 

期間 令和７年５月～令和８年３月  

会場 KOIN 

内容 

起業部や起業を目指す学生団体を対象に、KOIN を活動拠点として提供する。 

令和７年度には、学生が先輩起業家とともに自身のアイデアを深める場づくりや、大学の起

業部設立に向けたプレイベントの実施をサポートするなど、学生の挑戦を後押しした。  

１ 定期利用状況（令和 7 年 5 月～） 

  同志社大学起業部 ４回 

  Tech Square ５回  

 

 

 



２ イベント実施状況 

① 令和７年１１月１１日 アイディアディスカッション会 

同志社大学 6 名の学生が事業アイデアを発表し、参加者とのブレインストーミングや

ファシリテーターからのフィードバックを通じて、実現に向けた課題や方向性を議論し

た。 

ファシリテーター：㈱パブリック X 代表取締役 藤井 哲也 氏 

② 令和８年２月１１日 京都府立大学起業部設立プレイベント 

・講義：鍋岡 崇 特任准教授 アントレプレナーシップ、リーンキャンバスについて 

・商品の販売促進に関する学生間のワークショップ   
  

 

 

 

 

   
 

■起業ダンドリ手帳 

日時 発行：令和 7 年 7 月 

内容 

KOIN の紹介やユーザーの声、起業の構想から会社設立手続きまで、企業に必要な知識

を１冊にまとめた「起業ダンドリ手帳」をフリー株式会社と連携して制作、発行。KOIN の利用

者や大学、関係機関に加え、イベント来場者へ無料で配布した。 

部数：3,000 冊 

 

 

 

 

 

 

⑵ 起業やスタートアップの発掘・育成と事業展開に向けた支援 

■KOIN の森アイデア相談窓口 

期間 令和７年５月～令和８年 3 月 

会場 KOIN 

内容 

KOIN に寄せられる多種多様な起業・経営に関する相談について対応した。 

相談を経て起業した事例や、新サービスを開発した事例、別々の相談者を繋いで協創を促

した事例など、「新しい一歩を応援する場」として運営を行っている。 

令和７年度相談件数：１１９件（累計） 

メンター 

 

メンター 得意領域 

㈱花形 代表取締役 小澤 忠 氏  学生起業、教育事業、資金調達 

（一社）my turn 代表理事 杉原 惠 氏 コミュニティ形成、スキルを活かす起業等 
（税）田中経営会計事務所 武田 幸子 氏 業務整理・バックオフィス 

㈱パブリック X 代表取締役 藤井 哲也 氏 官民協創事業、公共政策、就労支援事業等 
日本政策金融公庫 藤本 聖 氏 創業計画作成・資金調達 

㈱Gnus 代表取締役 渡邊 高行 氏     中小企業への AI 導入・DX 化 
 

 


